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▲こもを巻く彦根城管理事務所の作業員（11月７日撮影）
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民生費：福祉の充実などに使われたお金

土木費：道路や橋、公園などの施設の整備などに

使われたお金

公債費：大きな事業を行うためなどに借りたお金

の返済に支払われたお金

衛生費：健康診断や予防接種、ごみの収集・処理

などに使われたお金

総務費：市税、選挙、戸籍の事務や市の発展のた

めの計画を作るために使われたお金

教育費：小・中学校などの教育や文化、スポーツ

の振興に使われたお金

消防費：市民の安全を守るため、消防や防災対策

に使われたお金

農林水産業費：農林水産業の振興に使われたお金

商工費：商工業や観光の振興に使われたお金

議会費：市議会を運営するために使われたお金

労働費：働く人たちの福祉などに使われたお金

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

用
語
の
説
明
（
歳
出
）

　

彦
根
市
で
は
「
市
民
が
つ
く

る
、
安
心
と
躍
動
の
ま
ち
」
を
実

現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
賄

ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
彦
根
市
は
ど
の
よ
う

に
収
入
を
得
て
、
ま
た
何
に
使
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
平
成
20
年
度
の

決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
の

決
算
額
は
、
歳
入
が
３
５
７
億

２
、
３
９
５
万
円
、
歳
出
が
３
５

１
億
２
、
６
６
１
万
８
千
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
べ
て
、
歳
入
で

０
・
３
％
の
増
額
、
歳
出
で
１
・

２
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
訳
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
や

円
柱
の
図
の
と
お
り
と
な
り
、
特

別
会
計
・
企
業
会
計
に
つ
い
て
は

左
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。

市　税：皆さんが市に納めた税金

地方交付税：所得税など国が徴収した税金の中か

ら、市の財政状況に応じて国から交付され

たお金

国庫支出金：特定の目的の財源として国から交付

されたお金（補助金など）

繰入金：特定の目的のために積み立てているお金

を使うために取り崩したお金　　

県支出金：特定の目的の財源として県から交付さ

れたお金（補助金など）

市　債：大きな事業を行うために国などから借り

入れたお金

《一般会計市債現在高　347億8,208万8千円》

諸収入：ほかの収入科目に含まれない収入（預金

利子など）

使用料及び手数料：市の施設の使用料や住民票を

はじめとする証明書などの交付にかかる手

数料

繰越金：前年度から繰り越されたお金

地方消費税交付金：県が徴収した地方消費税の一

部から市へ交付されたお金

分担金及び負担金：市が行う事業によって特に利

益を受ける人や団体が納めたお金

地方譲与税：国が徴収した税金のなかから、一定の

基準に基づき譲与されたお金（自動車重量税

など） 

用
語
の
説
明
（
歳
入
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…



４広報ひこね　平成21年12月１日５ 広報ひこね　平成21年12月１日

特集 平成20年度　決算

●
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
の
開

催
に
対
す
る
実
行
委
員
会
へ
の
補
助

や
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
予

防
対
策
の
出
前
講
座
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

●
乳
幼
児
に
つ
い
て
、
10
月
以
降
、
医

療
費
の
自
己
負
担
分
を
無
料
と
し
ま

し
た
。

　
　

ふ
た
ば
保
育
園
に
保
育
園
児
が
保

育
中
に
体
調
不
良
と
な
っ
た
と
き
に
、

保
護
者
が
迎
え
に
来
る
ま
で
の
間
、

保
育
所
内
で
看
護
す
る
た
め
の
看
護

師
を
配
置
し
ま
し
た
。

●
市
民
の
健
康
を
増
進
す
る
た
め
、
基

本
健
康
診
査
や
各
種
予
防
接
種
、
乳

幼
児
健
康
診
査
、
健
康
教
室
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に
か
か
る

負
担
を
し
た
ほ
か
、
特
定
健
康
診
査
、

母
体
・
胎
児
の
健
康
保
持
を
図
る
た

め
、
妊
婦
健
康
診
査
へ
の
補
助
の
拡

大
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
地
域
に
お
い
て
農
地
・
水
・
環
境
の
良

好
な
保
全
と
質
的
向
上
の
た
め
、
農

地
・
農
業
用
水
な
ど
の
保
全
向
上
を

め
ざ
し
た
共
同
活
動
や
環
境
保
全
に

向
け
て
の
先
進
的
営
農
活
動
に
対
し

て
の
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
バ
ス
路
線
を
含
む
公
共
交
通
を
抜
本

的
に
見
直
す
た
め
の
調
査
、
公
共
交

平
成
20
年
度
に

取
り
組
ん
だ
主
な
事
業

通
機
関
の
空
白
地
域
や
路
線
バ
ス
利

用
が
少
な
い
地
域
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
（
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
を
試

験
的
に
導
入
し
、
有
効
性
を
検
証
す

る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
商
店
街
振
興
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
結

び
つ
け
る
た
め
の
環
境
整
備
へ
の
支

援
や
、
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
化

の
た
め
の
金
融
対
策
事
業
、
工
場
の

新
設
お
よ
び
増
築
な
ど
に
対
す
る
奨

励
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
建
築
年
度
が
古
い
中
学
校
の
耐
震
診

断
や
、
中
学
校
３
年
生
の
教
室
へ
の

扇
風
機
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

　
　

河
瀬
地
区
公
民
館
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
や
、
彦
根
市
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

●
中
高
層
建
築
物
の
火
災
防
御
体
制
の

向
上
を
図
る
た
め
の
災
害
対
応
特
殊

は
し
ご
付
消
防
自
動
車
を
更
新
整
備

し
ま
し
た
。

▲「愛のりタクシーとりいもと」の出発式

▲庁舎防火総合訓練でのはしご車

▲日米修好通商条約締結150年記念式典

数
値
が
大
き
く
な
る
と
…

早
期
健
全
化
段
階

　

健
全
化
判
断
比
率
（
表
１
区
分
の
①
～
④
）
の

い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
（
☆
）
以
上
の
場

合
で
す
。

▼
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

▼
財
政
健
全
化
計
画
を
議
会
の
議
決
を
経
て
公
表

し
、 

知
事
へ
の
報
告
や
全
国
的
な
状
況
の
公
表

な
ど
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

▼
毎
年
度
そ
の
実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
し
て
公

表
し
ま
す
。

▼
知
事
が
計
画
の
実
施
状
況
か
ら
、
早
期
健
全
化

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
必

要
な
措
置
の
勧
告
を
受
け
ま
す
。

財
政
再
生
段
階　

　

健
全
化
判
断
比
率
（
表
１
区
分
の
①
～
③
）
の

い
ず
れ
か
が
財
政
再
生
基
準
（
★
）
以
上
の
場
合

で
す
。

▼
財
政
再
生
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
財
政
再
生
計
画
は
、
早
期
健
全
化
段
階
と
異
な

り
、
知
事
を
経
由
し
、
総
務
大
臣
の
同
意
を
得

た
う
え
で
、
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
総
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
い
る
場
合
で
な
い
と
、

災
害
復
旧
事
業
等
を
除
き
、
地
方
債
の
起
債
が

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
財
政
運
営
が
計
画
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
総
務
大
臣
か
ら
予
算
の
変

更
等
、
必
要
な
措
置
の
勧
告
を
受
け
る
な
ど
、
厳

し
い
制
限
を
受
け
ま
す
。

　

平
成
19
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
っ
て
、
平
成
19
年
度
決

算
か
ら
、
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
、
議
会
へ
の
報
告
と

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
公
表
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
決
算
か
ら
は
、
健
全
化

判
断
比
率
に
お
い
て
、
早
期
健
全
化
基

準
お
よ
び
財
政
再
生
基
準
以
上
と
な
っ

た
団
体
や
、
資
金
不
足
比
率
に
お
い
て
、

経
営
健
全
化
基
準
以
上
の
数
値
と
な
っ

た
団
体
は
、
財
政
健
全
化
計
画
な
ど
の

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
１
は
、
彦
根
市
の
健
全
化
判
断
比

率
を
示
し
、
表
２
は
、
彦
根
市
の
公
営

企
業
な
ど
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
の
今
年
度
の
算
定
数
値
は
、

い
ず
れ
も
基
準
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、基
準
を
上
回
ら
な
い
よ
う
、財

政
の
健
全
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。　

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

指
標
を
公
表
し
ま
す

赤字比率がない場合は、「ー」と表示しています。

算定数値がない場合は、「ー」と表示しています。
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剤
が
弱
っ
て
材
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た

と
き
に
初
め
て
分
か
る
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、偽
銘
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、内
容
は

慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

彦
根
藩
主
井
伊
家
に
伝
来
し
、
現
在
彦

根
城
博
物
館
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
雅
楽

器
の
う
ち
、
琵
琶
は
28
面
を
数
え
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
中
の
鎌
倉
時
代
の
古
作

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
琵
琶
は
、
近
年
修
理
を
終
え
て
本

来
の
形
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
が
、
彦
根

城
博
物
館
所
蔵
と
な
っ
た
時
点
で
は
材

が
離
れ
て
い
た
た
め
、
銘
文
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、賢

意
の
作
で
、
延
徳
元
年
（
１
４
８
９
）
に

大
蔵
卿
な
る
人
が
修
理
を
し
た
こ
と
が

判
明
し
ま
す
。
こ
の
琵
琶
に
附
属
す
る
書か

き

付つ
け

に
は
、
銘
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

天
野
山
金
剛
寺（
現
大
阪
府
河
内
長
野
市
）に

伝
来
し
た
琵
琶
と
同
じ
作
者
で
あ
る
旨

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
別
紙
に
書
写
さ
れ

た
金
剛
寺
伝
来
の
琵
琶
の
銘
文
に
は
、
建

治
３
年
（
１
２
７
７
）、
賢
意
の
作
で
、
長

享
３
年
（
１
４
８
９
）
６
月
に
堺
大
蔵
卿

と
い
う
人
が
修
理
を
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　

長
享
３
年
と
い
う
年
は
、
８
月
に
改
元

し
て
延
徳
元
年
と
な
り
ま
す
。つ
ま
り
、２

つ
の
琵
琶
は
、
作
者
だ
け
で
な
く
、
修
理

 　

現
代
で
は
、
琵び

琶わ

と
い
う
と
、
平
家
琵

琶
や
筑
前
琵
琶
な
ど
が
浮
か
び
が
ち
で
す

が
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と
、
雅が

楽が
く

で

使
う
琵
琶
に
行
き
着
き
ま
す
。
こ
れ
を
ほ

か
の
琵
琶
と
区
別
し
て
特
に
「
楽が

く

琵び

琶わ

」

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
楽
琵
琶
の
そ

の
ま
た
源
流
は
西
ア
ジ
ア
と
言
わ
れ
、
中

国
を
経
て
日
本
へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。　

　

楽
琵
琶
は
一
般
に
、
全
長
約
１
０
０
セ

ン
チ
前
後
で
、
板
を
刳く

っ
て
内
部
を
空
洞

と
し
、
表
板
を
張
っ
た
構
造
で
す
。
四
絃
、

四
柱
で
、
演
奏
時
に
は
横
に
構
え
る
の
が

特
徴
で
、
先
の
角
が
丸
み
を
帯
び
た
撥ば

ち

を

用
い
て
音
を
出
し
ま
す
。

　

雅
楽
の
楽
器
は
、
現
代
に
至
る
ま
で
ほ

と
ん
ど
形
を
変
え
て
い
な
い
た
め
、
姿
形

か
ら
の
み
で
制
作
年
代
を
推
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
加
え
て
、
音
を
よ
く
す

る
た
め
の
改
良
も
加
え
ら
れ
、
経
年
の
傷

み
の
修
理
も
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
推
定

は
一
層
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
傷
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
年
代

が
分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
槽
の
内
側

に
は
、
制
作
年
や
作
者
、
修
理
の
年
や
修

理
者
な
ど
を
記
す
銘
文
が
書
か
れ
て
い

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
通
常

は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
接
着

琵
琶
の
制
作
年
代
と
伝
来

▲琵琶　賢意作

年
お
よ
び
修
理
者
ま
で
も
一
致
す
る
の

で
す
。

　

鎌
倉
時
代
、
楽
器
の
制
作
は
、
寺
院
に

属
す
る
僧
が
あ
た
る
こ
と
が
多
か
っ
た

た
め
、
金
剛
寺
は
、
賢
意
所
属
の
寺
院

ま
た
は
関
連
寺
院
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

ま
す
。
修
理
の
状
況
ま
で
も
同
じ
と
い
う

こ
と
は
、
彦
根
城
博
物
館
の
琵
琶
も
ま
た
、

金
剛
寺
旧
蔵
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
例
の
よ
う
に
、
銘
文
や
附
属
資
料

は
、
作
品
の
成
立
や
そ
の
背
景
、
伝
来
伝

承
な
ど
、
作
品
を
取
り
巻
く
豊
か
な
情
報

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
井
伊
家
伝
来
の

雅
楽
器
が
稀
少
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
楽
器
自
体

の
高
い
価
値
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
豊
富

な
附
属
資
料
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
て
き

た
こ
と
も
重
要
な
理
由
の
ひ
と
つ
な
の

で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

髙
木
文
恵
）

　

賢
意
作
の
琵
琶
は
、
テ
ー
マ
展

「
日
本
の
楽
器
・
琵
琶-

井
伊
家
伝

来
雅
楽
器
か
ら-

」（
12
月
３
日
㈭
～

同
22
日
㈫
・
会
期
中
無
休
）
で
展
示

し
ま
す
。

▲同　槽裏墨書　
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Ｐ
Ａ
連
携
と
は
、
消
防
車
と
救
急
車
が
連

携
し
て
救
急
活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
「
救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
消
防
車
が
来

た
！
」
と
ビ
ッ
ク
リ
す
る
場
合
も
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
消
防
隊
と
救
急
隊
が
連
携

し
て
活
動
し
ま
す
。

　

特
に
、
救
急
車
が
出
動
中
で
、
救
急
車
の

到
着
が
遅
れ
る
と
き
は
、
消
防
車
で
、
救
急

資
器
材
を
積
載
し
出
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
警
防
課
☎
22
‐

０
３
３
７
番

備
え
ま
し
た
か
？　

住
宅
用
火
災
警
報
器　
　
　

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す

消
防
車
も
救
急
出
動
（
Ｐ
Ａ
連

携
）
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

な
ぜ
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
必
要
？

　

毎
年
、
全
国
で
発
生
し
て
い
る
住
宅
火
災

で
多
く
の
人
が
命
を
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
以
降
６
年
連
続
し
て
、
住
宅
火
災

に
お
け
る
死
者
数
は
１
、
０
０
０
人
を
超
え

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
占
め
る
割
合
は
約
６
割
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
さ
ら
に
増

加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅

火
災
に
よ
る
死
者
発
生
の
原
因
は
、
火
事
に

気
付
く
の
が
遅
れ
、
煙
に
巻
か
れ
て
逃
げ
遅

れ
る
ケ
ー
ス
が
約
６
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
は
早
期
発
見
が
大
切
で
す

　

だ
れ
も
い
な
い
部
屋
や
就
寝
中
に
火
災
が

発
生
し
た
ら
、
火
災
の
発
生
に
気
づ
く
の
が

遅
れ
、
逃
げ
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

火
災
の
発
生
を
す
ば
や
く
察
知
で
き
れ
ば
消

火
・
通
報
・
避
難
な
ど
の
行
動
が
早
ま
り
、
近

隣
へ
の
延
焼
被
害
も
軽
減
し
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
普
及
に

伴
い
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
半
減
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
大
切
な
家

族
の
命
を
住
宅
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
火
災

の
早
期
発
見
に
有
効
な
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

●
火
災
に
よ
り
発
生
す
る
煙
や
熱
を
自
動
的

に
感
知
し
、
警
報
音
や
音
声
で
、
火
災
を

早
期
に
知
ら
せ
る
器
具
で
す
。

●
火
災
の
ほ
か
に
ガ
ス
漏
れ
な
ど
を
感
知
し
、

警
報
音
と
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
複
合

型
警
報
器
も
あ
り
ま
す
。

●
ほ
と
ん
ど
の

も
の
が
、
天

井
、
壁
に
ネ

ジ
や
引
っ
掛

け
フ
ッ
ク
な

ど
で
簡
単
に

取
り
付
け
る

こ
と
が
で
き

ま
す
。

～お知らせ～

消火器の破裂事故が相次いでいます　
　 

　耐用年数が過ぎた古いものや、耐用年数内であっ

ても、腐食したり、サビ、キズ、変形があったりす

る消火器は大変危険です。

　古い消火器は、むやみに触らないでください。消

火器の耐用年数は消火器本体やパンフレットに記

載されています。

　破裂事故の原因となっている消火器は、点検もさ

れず長年放置された古い消火器に集中しています。

腐食、サビ、キズ、変形がある消火器は決して使用

せず、また分解することもしないでください。

　不要になった消火器は、一般ごみとして出せませ

ん。購入した販売店か専門業者にご確認ください。

　市民の皆さんの声を直接聴き、対話の行政をいっ

そう進めるために、「市政への意見・提言」を実施

しています。（年２回、１回目は７月に行いました）

　彦根市では、市民の皆さんが健康で豊かな生活を

送れるよう、福祉政策の推進、都市基盤の整備、自

然環境の保護など、さまざまな事業を進めています。

この「市政への意見・提言」で、多くの皆さんの考

えを聴くことで、市民と行政とのパートナーシップ

のまちづくりをさらに進めていきたいと考えていま

す。

　彦根市の進めている政策などについて、市民の皆

さんの建設的なご意見・ご提言をお待ちしています。

　いただいた意見などは、すべて市長が読んだ後、

匿名のものを除き、担当部署から、郵送または電話

などで回答いたします。回答を希望する人は、住所、

氏名、電話番号を忘れずに記入してください。

「市政への意見・提言」の送り方

あなたが日ごろ市政に関して「このようにしては

どうか」と考えているご意見やご提言を、左の封

筒か、彦根市ホームページからお寄せください。

封筒は切り取って、裏に意見などを書き、隅の「の

りしろ」で貼り合わせて郵便ポストへ投かんして

ください。平成22年3月31日㈬までは郵便料金は

不要です。切手を貼らずにお出しください。

彦根市ホームページでは、トップページにあるリ

ンクから「市政への意見・提言」のページに行き、

専用の入力フォームにご意見などを入力して送信

してください。

個人が特定できる情報を除き、概要をホームペー

ジなどに掲載させていただく場合があります。

問い合わせ先　 まちづくり推進室☎ 30-6117、

FAX22-1398、E-mail:machizukuri@ma.city.
hikone.shiga.jp
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集計の結果から
　「市政への意見・提言」に、半年間で、155人の皆

さんからご意見などをいただきました。（平成21年

４月〜同９月受付分） 

　いただいた内容は、市政全般にわたり、特に福祉、

医療や、環境問題、教育、防災対策、交通安全対策

など、市民生活に密着した分野の意見が数多く寄せ

られました。また、彦根市の行財政運営、商工・観

光などに関する意見も多くいただきました。

　これらの「意見・提言」は、市民の皆さんの暮ら

しに根ざしたご意見、ご提言として今後の市政運営

の参考にいたします。

平成21年４月〜９月受付分の集計結果
実施方法　▶「広報ひこね」に印刷して、各戸配布

　　　　  ▶  彦根市ホームページから電子メール 

　で受付

投書件数　182 件

内容別件数 （彦根市総合発展計画「ひこね 21 世紀創

造プラン」の５つの柱ごとの集計）

▶人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる
　福祉のまちづくり� …35 件（19.2%）　　　　
　＊福祉関係   　23 件  ＊バリアフリー       ２件

　＊医　　療        ６件  ＊健康管理　　        １件

　＊人　　権　　   ３件　

▶良好な環境が整った、快適で
　安全・安心なまちづくり� …56 件（30.8%）
　＊環境保全　　１8 件  ＊公園・緑地の整備 ５件

　＊交通安全対策１2 件  ＊地域安全対策       ５件

　＊防災対策  　  ６件   ＊廃棄物・リサイクル ３件

　＊都市景観　　  ５件  ＊消費者保護　　    ２件

▶活力ある産業に満ちた、にぎわい
　あふれるまちづくり� …20 件（11.0%）
　＊商工・観光     ９件 ＊公共交通　       　２件 

　＊道路整備　　  ５件 ＊土地利用　           ２件 

　＊農業　　　　  ２件

▶明日の彦根市を担う人を育むまちづくり
� …14 件（7.7%）
　＊学校教育　     ７件  ＊青少年育成  ２件 

　＊生涯学習　     ４件  ＊幼児教育     １件 

▶人とひととの交流をひろげ、市民文化を
　創造するまちづくり� …9 件（4.9%）
　＊歴史文化資産の保存・活用　　　５件

　＊スポーツ・レクリエーション　　２件 

　＊文化・芸術　  １件　

　＊市民活動　　  １件

▶その他� …48 件（26.4%）
　＊行財政運営　 28 件  ＊その他　        12 件

　＊ひこにゃん　  ８件　

福
祉
有
償
運
送
の

登
録
に
か
か
る
申
請
に
つ
い
て

　

道
路
運
送
法
に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
が
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
範
囲
で
、
外
出
時
に
支
援

が
必
要
な
人
（
要
介
護
認
定
者
や
、

身
体
障
害
者
な
ど
）
を
、
車
を
使
っ

て
、
有
償
で
移
送
で
き
ま
す
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
有
償
運
送
）
を

提
供
す
る
場
合
に
は
、
道
路
運
送

法
に
基
づ
き
、
運
輸
支
局
へ
の
登

録
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
登
録
に
は
、
そ
の
地
域

の
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
の

合
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

福
祉
有
償
運
送
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
お
う
と
す
る
団
体
は
、
期
日
ま

で
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
期
限　

12
月
25
日
㈮　

午
後

５
時
15
分

※
今
回
の
申
請
分
は
、
平
成
22
年

１
月
下
旬
～
２
月
上
旬
に
開
催

予
定
の
運
営
協
議
会
で
審
査
さ

れ
ま
す
。

そ
の
他　

必
要
書
類
、
様
式
な
ど
、

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦

根
市
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議

会
事
務
局（

障
害
福
祉
課
内
）
☎

27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

雪
の
季
節
で
す

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

 

彦
根
市
は
、
冬
季
の
交
通
を
確
保

す
る
た
め
、
12
月
１
日
か
ら
翌
年

の
３
月
20
日
ま
で
の
間
、
幹
線
道

路
を
中
心
に
除
雪
を
行
っ
て
い
ま

す
。
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
凍

結
防
止
や
除
雪
作
業
を
行
い
、
交

通
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
作

業
の
妨
げ
と
な
る
路
上
駐
車
な
ど

を
し
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
行
政
の
力
だ

け
で
は
、
す
べ
て
の
路
線
を
短
時

間
に
除
雪
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
。
幹
線
道
路
以
外
の
集
落
内
道

路
や
通
学
路
・
歩
道
な
ど
は
、
自

治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
地
域
が
互

い
に
協
力
し
あ
っ
て
除
雪
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-

６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

県
税
や
市
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

県
税
や
市
税
は
、
福
祉
や
教
育
な

ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
財
源
で

す
。

　

県
と
市
で
は
、
12
月
を
「
滞
納
整

理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
滞
納
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
税
の
公
平
な

負
担
の
観
点
か
ら
、
一
斉
に
重
点

的
な
滞
納
整
理
を
行
い
ま
す
。
も

し
、
納
税
さ
れ
て
い
な
い
と
、
財
産

（
給
与
・
預
金
な
ど
）
を
調
査
し
、
差

し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一
度

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

滋
賀
県
と
県
内
全
市
町
で
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
「
滋
賀
地
方
税

滞
納
整
理
機
構
」
を
設
置
し
、
連

携
し
て
県
税
と
市
町
税
の
滞
納
整

理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
税
：

納
税

課 

☎
30-

６
１
０
９
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、
県
税
：

東
北
部
県
税
事
務
所
湖
東
納

税
課
☎
27-

２
２
０
５
番
、
27-

２
２
０
６
番

年
末
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

年
末
の
ご
み
等
収
集
は
、
土
・
日
曜
日
を
除
き
12
月
30
日
㈬
ま

で
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
ご
み
等
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
末
の
搬
入
は
混
雑
し
ま
す

　

年
末
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は
、大
変
混
雑
し
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
「
燃
や
す
ご
み
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
缶
・

金
属
類
、
び
ん
類
」
は
地
域
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
有
料
戸
別
収
集
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け

早
く
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る
と
き
は
、
必
ず
事
前
に
分
別
を
徹

底
し
て
か
ら
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
の
搬
入
口
や
搬
入
経
路
を
設
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

故
防
止
の
た
め
、
必
ず
係
員
の
誘
導
に
従
い
、
経
路
を
守
っ
て

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
埋
立
ご
み
」
は
、
中
山
投
棄
場

で
取
り
扱
い
ま
す
。
必
ず
事
前
に

清
掃
セ
ン
タ
ー
、

生
活
環
境

課
、
支
所
、
各
出
張
所
で
許
可
証

の
発
行
を
受
け
、
投
棄
場
に
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

ー
年
末
の
ご
み
等
収
集
と
直
接
搬
入
に
つ
い
て
ー
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小
学
生
の
部

第
一
席

　
『
初
め
て
見
た
ホ
タ
ル
』〈
作
文
〉

　

小こ

島じ
ま

千ち

明あ
き

さ
ん(

若
葉
小
学
校
４
年)

第
二
席

　
『
三
、
０
一
０
メ
ー
ト
ル
の
富
士

　

登
山
』　　

             

〈
作
文
〉

　

麻あ
さ

野の

修
し
ゅ
う

平へ
い

さ
ん(

稲
枝
北
小
学
校
６
年)

第
三
席

　
『
子
ど
も
狂
言
教
室
に
参
加
し
て
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
作
文
〉

　

月つ
き

野の

未み

彩さ

さ
ん(

城
西
小
学
校
５
年)

中
学
生
の
部

第
一
席

　
『「
脳
死
」
と
「
尊
厳
死
」』

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
〈
作
文
〉

　

河か
わ

原は
ら

早さ

苗な
え

さ
ん(

真
野
中
学
校
３
年)

第
二
席

　
『
大
切
な
水
の
た
め
に
』〈
作
文
〉

　

久ひ
さ

末す
え　

航
わ
た
る

さ
ん(

真
野
中
学
校
３
年)

第
三
席

　
『
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
の
時
代
に
思

　

う
こ
と
』　　
　
　
　
〈
作
文
〉

　

林
は
や
し　

嵩た
か

人と

さ
ん(

南
中
学
校
２
年)

高
校
生
の
部

第
一
席

　
『
仮
面
』〈
創
作
〉

　

高た
か

萩は
ぎ

麻ま

弓ゆ
み

さ
ん

　

(

彦
根
東
高
等
学
校
２
年)

第
二
席

　
『
さ
よ
な
ら
家
族
』

　
　
　
　

        

〈
創
作
〉

　

山や
ま

中な
か

佳か

織お
り

さ
ん

　

(

奈
良
高
等
学
校
２
年)

第
三
席

　
『
天
体
望
遠
鏡
』〈
創
作
〉

　

板い
た

谷や

崇た
か

央ひ
ろ

さ
ん

　

(

彦
根
東
高
等
学
校
１
年)

最
優
秀
賞

『
虹
待
ち
』　　
〈
小
説
〉

　
　

冨ふ

　

じ

　

の

　

ま

さ

　

こ

士
野
督
子
さ
ん

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
在
住
）

佳　

作

『
棚た

な

子こ

』　　
　
〈
小
説
〉

　
　

漆
う
る
し

原ば

ら

正ま

さ

雄お

さ
ん

（
鳥
取
県
鳥
取
市
在
住
）

　

舟ふ
な

橋は
し

聖せ
い

一い
ち

顕
彰
文
学
賞
は
、
彦
根
市
の
名

誉
市
民
で
あ
る
作
家
・
故
舟
橋
聖
一
氏
の
功

績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
広
く
青
少
年
の

文
学
奨
励
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
・
文
化
の

振
興
を
図
る
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

18
～
30
歳
の
青
年
を
対
象
と
し
た
第
21

回
「
青
年
文
学
賞
」
に
は
全
国
か
ら
96
編
の

応
募
が
あ
り
、
ま
た
、
近
畿
各
府
県
お
よ
び

滋
賀
県
に
隣
接
す
る
各
県
の
小
・
中
・
高
校
生

を
対
象
と
し
た
第
24
回
「
文
学
奨
励
賞
」
に

は
、
１
７
３
編
の
応
募
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま

し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
今
回
の
受
賞
作
品
が
次
の

よ
う
に
決
定
さ
れ
、
授
賞
式
が
1 1
月
28
日
㈯

に
彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
図
書
館
☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
３
０
０
番

　

舟
橋
聖
一
文
学
賞
は
、
国
宝
・
彦
根
城

築
城
４
０
０
年
祭
の
開
催
を
機
に
、
彦
根

市
の
発
展
を
図
る
た
め
に
平
成
19
年
度
に

創
設
し
た
賞
で
す
。
文
学
の
振
興
を
通
じ

て
、
市
民
が
豊
か
な
心
を
育
み
、
香
り
高

い
文
化
を
築
く
た
め
、
名
誉
市
民
で
あ
る

舟
橋
聖
一
の
文
学
の
世
界
に
通
じ
る
優
れ

た
文
芸
作
品
に
対
し
舟
橋
聖
一
文
学
賞
を

贈
り
ま
す
。

ねじめ正一さん プロフィール

　昭和23年東京生まれ。昭和56

年詩集『ふ』で詩壇の芥川賞と

呼ばれる『H 氏賞』を受賞。平成

元年、初めててがけた小説『高

円寺純情商店街』で第101回直

木賞受賞。平成20年、小説『荒

地 ( あれち ) の恋』で中央公論文

芸賞受賞。大の野球好きで、『落

合博満変人の研究』がある。絵

本も『そらとぶこくばん』『きち

ょうめんななまけもの』など。

　

作
品
名
『
商あ

き

人ん
ど

』

　

著
者  

ね
じ
め　

正
し
ょ
う

一い
ち 

さ
ん

　
「
舟
橋
聖
一
文
学
賞
」
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
文
学
奨
励
賞
」、「
青
年
文
学
賞
」
の

よ
う
な
公
募
式
で
な
く
、
基
準
日
を
設
け
、

そ
の
基
準
日
よ
り
前
の
１
年
間
に
新
し
く

単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
優
れ
た
小
説

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。「
舟
橋
聖
一
文

学
賞
」
が
「
文
学
奨
励
賞
」、「
青
年
文
学
賞
」

に
応
募
す
る
人
の
刺
激
と
な
り
、
創
作
活

動
の
目
標
、
励
み
と
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、

広
く
地
域
文
化
の
振
興
が
図
れ
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。

小学生・第３席

月野未彩さん

舟
橋
聖
一

顕
彰
文
学
賞

小学生・第２席

麻野修平さん

小学生・第１席

小島千明さん

中学生・第３席

林　嵩人さん

中学生・第２席

久末　航さん

中学生・第１席

河原早苗さん

高校生・第３席

板谷崇央さん

高校生・第２席

山中佳織さん

高校生・ 第１席

高萩麻弓さん

　

今
年
の
受
賞
者
を

  
お
知
ら
せ
し
ま
す

　年末の大掃除。大晦日とお正月に備えての準備。年

越しそばやお雑煮。これらは、97歳になるブラジル

の祖母が楽しみにしているものです。

　言葉も生活習慣も分からないまま、海を越え、未

知の世界へと旅立った先祖が私に残してくれたのは、

アイデンティティー探しへの道しるべです。

　日本人と同じ顔をしていながら Edna というポル

トガル語の名前をもち、ポルトガル語より先に日本

語を習った私には、周りの人との違和感が子どもの

ころからありました。クラスメートから J
ジ

a
ャ

p
ッ

a
パ

（日本

人）とからかわれたこともあります。

　行事に関しても日本のひな祭り、七夕、お正月と

ともにブラジルの伝統行事を味わい、『日本人』でも

『ブラジル人』でもない自分が腹立たしかったのを覚

えています。

両国の文化の狭間で今だに寂しかったり、迷ったり

することもありますが、日本の文化を知らずに育て

られなくて良かったです。

　違う文化に同時に触れることで、いろいろな素晴

らしいものに出会い、物事に対しての感受性が人一

倍強いところが私にはあります。また、他国の文化

を否定する前に文化の違いについてじっくり考えら

れる力を自然に得ることができたのも、家族から日

本語や日本の文化を教わったからだと思います。

　それだけに、今、日本にいるブラジルの子どもた

ちがどんな思いで暮らしているのかと考えると何も

せずにはいられません。故郷へ帰ることのできない

寂しさが大きく、両国の文化を吸収できるという希

望はなかなか感じにくいことが想像されます。

　できれば彦根に暮らしている外国籍住民、特に子

どもたちには、日本のよき文化・風習を世界に広め

ていけるよう、希望をもってもらえるように国際交

流員として努めたいと思います。

 【彦根市国際交流員　平田エジナ】

　

第
３
回
の
受
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

舟
橋
聖
一
文
学
賞
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　　　　人権に関わる相談は

　　人権擁護委員へ
　人権に関する問題で、相談する相手がなく

て困ったという経験はありませんか。

　そんなときには、人権擁護委員が相談に

応じます。いじめや体罰、児童虐待などの子

どもの人権問題や、配偶者・パートナーか

らの暴力などの女性の人権問題、部落差別

をはじめあらゆる差別の問題、家庭内、職場

内、隣近所での問題などについて相談を受け

付けています。
　市内の人権擁護委員は、次の皆さんです。

　

人
権
と
は
、
人
間
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く

権
利
で
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

も
っ
て
い
る
基
本
的
な
権
利
で
す
。（
彦
根
市

人
権
尊
重
都
市
宣
言
か
ら
）

　

部
落
差
別
、
男
女
差
別
、
外
国
人
差
別
、

障
害
者
差
別
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見

を
な
く
し
、
み
ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の
人
権
を
尊
重
す

る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
を
機
会
に
、
家
庭
で
、
職

場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家
族
と
、
友
達

と
、
み
ん
な
と
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の
人

権
週
間
の
強
調
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

人
権
週
間
の
強
調
事
項

▽
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

▽
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う

▽
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

▽
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▽
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

は
止
め
よ
う

▽
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▽
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ

う
▽
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

▽
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う

▽
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課
☎
30-

６

１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

　

障
害
者
週
間
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
障

害
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
た
め
の
週
間
で
す
。
こ
れ
ら
の
関
心
や

理
解
は
徐
々
に
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
周

囲
の
障
害
に
対
す
る
理
解
不
足
や
無
関
心

な
ど
の
心
の
バ
リ
ア
に
よ
っ
て
、
障
害
の

あ
る
人
が
不
利
益
を
受
け
た
り
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
な
支
援
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
が
い
ま
だ
に
あ
り
ま
す
。

　

障
害
は
、
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
、
発
達
障
害
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
障
害
は
決
し
て
特

別
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彦
根
市
で

は
平
成
21
年
３
月
現
在
、
４
、
９
１
２
人

が
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
ま
す
。
内

訳
は
、
身
体
障
害
の
あ
る
人
が
３
、９
３
０

人
、
知
的
障
害
の
あ
る
人
が
７
２
２
人
、

精
神
障
害
の
あ
る
人
が
２
６
０
人
で
す
。

知
的
障
害
に
つ
い
て

　

今
回
は
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
の
な
か
か

ら
、
知
的
障
害
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

知
的
障
害
は
、
18
歳
く
ら
い
ま
で
に
何

ら
か
の
原
因
で
脳
の
成
長
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
か
っ
た
り
、
脳
の
一
部
に
損
傷
を
受

け
た
り
し
た
結
果
、「
知
的
な
能
力
が
年
齢

相
応
に
発
達
せ
ず
、
そ
の
た
め
に
社
会
生

活
能
力
な
ど
が
遅
れ
て
い
る
状
態
」
を
言

い
ま
す
。

　

知
的
障
害
の
あ
る
人
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
特
徴
と
私
た

ち
に
で
き
る
接
し
方
を
左
の
表
で
示
し
ま

す
。
こ
れ
ら
は
例
で
あ
り
、
必
ず
し
も
す

べ
て
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
性
格

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
よ
う
に
、
障
害
の
程

度
や
特
徴
も
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

　

知
的
障
害
の
あ
る
人
の
こ
う
し
た
特
徴

を
よ
く
理
解
し
た
上
で
、
一
人
ひ
と
り
に

あ
わ
せ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
対
応
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

だ
れ
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い

地
域
づ
く
り
を

　

障
害
の
種
類
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
障

害
は
病
気
や
け
が
、
加
齢
に
よ
り
だ
れ
に

で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
こ
と
だ
と
い
う

こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、
段
差
の
解
消
や
エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
だ
れ
に
と

っ
て
も
や
さ
し
く
、
快
適
で
あ
る
よ
う
に
、

心
の
バ
リ
ア
を
な
く
す
こ
と
が
、
障
害
の

あ
る
な
し
に
関
係
な
く
、
だ
れ
に
と
っ
て

も
住
み
や
す
い
地
域
社
会
づ
く
り
へ
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

知的障害の特徴
①難しい話や抽象的な内容の理解が

難しいことがある。

②説明された内容を正確に把握する

ことや、自分の言いたいことを上手

く伝えることが難しい場合がある。

③読み書きや計算が苦手なことがあ

る。

接する時の工夫や対応の例
①短く簡単な文章にしたり、内容を具

体的にしたりして伝える。

②「ゆっくり」「ていねいに」「くり返

し」説明し、本人がわかりやすいよ

うにする。また、説明されたことに

対して理解ができているか、きちん

と確認をしながら応対する。

③漢字にふりがなをふる、文章をわか

りやすくする、図や写真を用いて視

覚的に理解しやすくして示す。

　

金
沢
町
に
住
ん
で
い
る
山
田
光
穂
さ
ん
が
、

９
月
９
日
、
台
湾
・
台
北
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
21
回
夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
柔
道
男

子
１
０
０
キ
ロ
級
以
下
に
出
場
し
、
４
試
合

す
べ
て
一
本
勝
ち
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
４
年
に
１
度
開
催

さ
れ
る
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
こ
と
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
古
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
柔
道
競
技
は
、
今
回
か

ら
正
式
競
技
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
小
学
３
年
生
の
こ
ろ
に
柔
道

を
始
め
、
高
校
や
大
学
で
活
躍
し
た
あ
と
、

現
在
、
滋
賀
県
警
で
働
き
な
が
ら
柔
道
を
続

け
て
い
ま
す
。
仕
事
に
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、

県
警
や
母
校
の
近
江
高
校
で
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
耳
が
聞
こ
え
な

い
の
は
私
の
個
性
。
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く

て
も
頑
張
れ
ば
必
ず
結
果
が
つ
い
て
く
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」

山や
ま

田だ

光こ
う

穂す
い

さ
ん
が

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
柔
道
競
技
）
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た

彦
根
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　　

彦
根
児
童
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
や
、

す
て
き
な
賞
品
が
も
ら
え
る
人
権
ク

イ
ズ
大
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
人
権

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
Ｋ
Ｅ

Ｎ
ま
も
る
君
や
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち

ゃ
ん
の
ほ
か
に
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
も
登

場
し
ま
す
。

日
時　

12
月
５
日
㈯　

午
前
11
時
～

正
午

場
所　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根　

ウ
ェ
ル

カ
ム
プ
ラ
ザ
（
正
面
玄
関
）　

第
61
回
人
権
週
間

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

▲デフリンピックで金メダ
ルを獲得したことを市長

に報告した山田さん（右）
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〈内容〉みその樽詰めを体験します。熟成（８月ごろまで）

は各家庭で行っていただきます。〈日時〉平成22年１月
23日㈯または同30日㈯。いずれも 13：30 〜 16：00　

〈場所〉東びわこ農業協同組合　西事業本部（本庄町）　
〈対象〉親子〈定員〉20 組（先着順）　〈費用〉1 ,500 円　
〈持ち物〉エプロン、三角巾　〈申込期限〉平成22年１月
13日㈬〈申込・問い合わせ先〉電話かファクスでグリー
ンピアひこね☎ 25-3909、FAX25-3972、または 農林
水産課☎ 30-6118、FAX24-9676

〈内容〉わらを使って、お正月に飾る手作りのしめなわ
（玄関用のもの、従来型とリース型）を作ります　〈日時〉12
月28日㈪　9：30 〜 1 1：30　〈場所〉グリーンピアひこね

（清崎町）〈受講料〉200 円　〈教材費〉従来型 300 円、リ
ース型 500 円　〈定員〉30人（先着順）〈申込期間〉12月15
日㈫の８：30 〜 17：00（土・日曜日は除く）まで 〈申込・

問い合わせ先〉受講料と教材費を添えて、グリーンピア
ひこね☎ 25-3909、FAX25-3972 の窓口で申し込んで
ください。

〈内容〉たこを作り、実際にあげます。　〈日時〉12月20日
㈰　9：30 〜 12：00　〈対象〉小学生。小学１、２年生は
保護者同伴　〈場所〉子どもセンタ－（日夏町）　〈申込開

始日〉12月２日㈬　〈定員〉20 人（先着順）　〈費用〉200
円　〈持ち物〉筆記用具　〈申込・問い合わせ先〉彦根市子
どもセンタ－☎ 28-3645（FAX 共用）へ

糖尿病は病気に対する理解を深めることが治療効果を
高めることにつながります。患者さん本人だけでなく、
家族や糖尿病に関心のある人もぜひ参加してみてくだ
さい。〈日時〉12月18日㈮　13：30 〜 16：30　〈内容・講

師〉①糖尿病と歯周病との関係（歯科口腔
くう

外科医師、歯科

衛生士）　②食欲の冬⁉〜正月太りを防ぐために〜（管理

栄養士）③放置すると恐い糖尿病腎症（泌尿器科医師）④
糖尿病と運動療法〜今からできる簡単体操〜（理学療法

士）〈場所〉市立病院３階　講堂　〈参加費〉無料　〈問い

合わせ先〉彦根市立病院外来１ブロック☎ 22-6050（内
線 1302）※問い合わせは、月〜金曜日の 13：00 〜 17：
00 にお願いします。

〈内容〉パキスタン在住30年以上の講師にパキスタン料
理を教えていただき、料理を通して文化や生活習慣の違
いを学びます。〈日時〉12月18日㈮　18：30 〜 20：30

〈場所〉 男女共同参画センター「ウィズ」　〈受講料〉

500円。ただし、材料費700円が別途かかります。〈持

ち物〉ふきん２枚、エプロン、三角巾　〈申込期間〉12
月２日㈬〜同16日㈬ 〈対象〉市内在住、在勤、在学の人
　〈定員〉24人（先着順） 〈応募・問い合わせ先〉電話か
ファクス、E メールで、 男女共同参画センター「ウィ
ズ」☎ 24-3529（FAX 共用）、E メール：with.hikone@
oboe.ocn.ne.jp へ

　グリーンピアひこね　しめなわ作り教室

　子どもたこあげ教室

　彦根市立病院の糖尿病教室（後期） 　みそづくり体験

　ウィズ多文化交流セミナー「もっともっとパキスターン」
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彦
根
市
は
「
低
炭
素
社
会
構
築
都
市
」
で
す

　

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
。
一
息

つ
き
た
い
、
そ
ん
な
と
き
・
・
・

①
電
気
こ
た
つ
の
こ
た
つ
布
団
に
上

掛
け
と
敷
布
団
を
あ
わ
せ
て
使
う

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
の
二
酸
化 

　
　

炭
素
の
削
減
効
果

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
節
約
効
果

②
電
気
こ
た
つ
の
設
定
温
度
は
低
め

に
す
る

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
の
二
酸
化

　
　

炭
素
の
削
減
効
果

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
節
約
効
果

③
入
浴
は
間
隔
を
開
け
ず
に
入
る

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
の
二
酸
化

　

炭
素
の
削
減
効
果

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
節
約
効
果

※
「
家
庭
の
省
エ
ネ
大
事
典
」

（
２
０
０
９
年
版
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
・

㈶
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
）
よ
り　

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
☎

30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０

３
９
５
番

約
14
・
７
kg

約
７
１
０
円

約
22
・
２
kg

約
１
、０
８
０
円

約
��
・
０ 

kg

約
５
、９
２
０
円

第
５
回  

議
場

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
21
年
12
月
定
例
会
の
開
会
日
に
、
議
場
に

お
い
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
午
前
９
時
か
ら
、
平
成
21
年
12

月
定
例
会
の
本
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
７
日
㈪　

午
後
１
時
～

場
所　

彦
根
市
議
会　

議
場
（
彦
根
市
役
所
５
階
）

出
演
者　

混
声
合
唱　

i
（
ア
イ
）

内
容　

合
唱

曲
目　

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア 

ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
・

メ
ド
レ
ー　

な
ど

そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す
。
当
日
、議
場
に
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

０
９
０
６
番

2010年版県民手帳販売中

価格　１冊 500 円（販売窓口でお支払いく

ださい）

販売窓口　 企画課、支所・各出張所

　（予約不要です）

販売期間

　 企画課　平成22年１月22日㈮まで

　支所・各出張所　12月28日㈪まで

問い合わせ先　 企画課☎ 30-6101、

FAX22-1398
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日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【12 月後半】

１６日㈬

１７日㈭

１８日㈮

２２日㈫

２４日㈭

２５日㈮

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門

稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町（ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港　 屋　 駐　 車　 場　 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０ 

１２日㈯
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１５日㈫
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日

12 月後半

14日㈪、21日㈪、23日（水・祝）、
28日㈪〜 31 日㈭

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

12月後半

1�日㈬

1�日㈭

1�日㈮

21日㈪

22日㈫

23日（水・祝）

24日㈭

25日㈮

2�日㈪

2�日㈫

30日㈬

鳥居本地区、日夏、亀山地区、稲部（稲部）、柳川、上西川、下西川、

上石寺、下石寺、稲里、上岡部、下岡部、金田、金沢（林、中下、

長江）、肥田（西肥田）

鳥居本地区、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原

三丁目、日夏、亀山地区、稲部（稲部南）、金沢（林、中下、長江）

鳥居本地区、高宮地区、河瀬地区、彦富、稲部（稲部南）

鳥居本地区、古沢、松原（四ッ川を除く）、高宮地区、河瀬地区、

彦富（笹田団地）

高宮地区、河瀬地区

河瀬地区

河瀬地区

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二

丁目、本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、

芹橋二丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、海瀬、三津屋

里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、須越、三津屋

芹川、山之脇、戸賀、小泉、西今、須越、八坂

※このコーナーに登場する団体・グループを募集しています。詳しくは、 まちづくり推進室までお問い合わせください。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
は
、介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
勉
強
し

て
き
た
仲
間
が「
生
き
が
い
と
幸
せ
を
実
感
で
き
る
環
境
を
自

分
た
ち
の
手
で
創
っ
て
い
こ
う
」と
立
ち
上
げ
た
団
体
で
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、福
祉
全
般
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の

活
動
の
一
つ
と
し
て
、北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で「
ハ
ピ
ネ
ス
い
き
い
き
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
９
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
団
体
な
ど
が
、普
段
の
活
動
を
発
表
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
、こ
れ
ら
の
団
体
が
参
加
す
る
実
行
委
員
会
が

企
画
か
ら
実
施
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。団
体
が
企
画
か
ら
携
わ

る
こ
と
で
、
単
な
る
発
表
会
で
は
な
く
、
参
加
者
み
ん
な
が
当

事
者
に
な
り
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
「
人
の
つ
な
が
り
作
り
」
の
た

め
に
、
催
し
や
場
所
な

ど
、
人
が
出
会
う
機
会

の
提
供
な
ど
を
し
て
お

り
、
寄
附
い
た
だ
い
た

「
彦
」も
そ
れ
ら
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に

よ
っ
て
人
が
い
き
い
き

と
過
ご
せ
る
よ
う
に
な

り
、
彦
根
の
ま
ち
が
元

気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

▲団体の発表をいっしょに歌いながら聞く参加者
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近こ
ん

藤ど
う

珀は
く

斗と

ち
ゃ
ん

（
稲
里
町
）

辻つ
じ　

翔
し
ょ
う

真ま

ち
ゃ
ん

（
新
海
町
）

上う
え

田だ

晴は
る

渡と

ち
ゃ
ん

（
金
沢
町
）

ひこね元気計画21
推進中！
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通巻第1213 号
（平成21年12月１日発行 ）

人口と世帯数
　　　　　　平成 21 年 11 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１１,６４６人　（−１０５）
５４,９７４人　（−　５１）
５６,６７２人　（−　５４）
４２,８３６世帯（−　２７）

表
紙
の
写
真

　

彦
根
城
内
に
あ
る
松
の
こ
も

巻
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
も
巻
き
は
、
城
内
の
松
を

害
虫
か
ら
守
る
た
め
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
作
業
で
、
彦
根
城

内
で
の
冬
支
度
の
始
ま
り
を
つ

げ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
彦
根
城
管
理
事

務
所
の
作
業
員
が
、
い
ろ
は
松

や
玄
宮
園
、
金
亀
児
童
公
園
に

あ
る
松
、
約
１
０
０
本
に
こ
も

を
巻
き
ま
し
た
。

市  

民  
創  
造  

事  

業

千せ
ん

分ぶ
ん

流
直
弼
公
の
心
を
極
め
る

　

井
伊
直
弼
の
花
道
に
つ
い
て
は
、
ほ
か

の
分
野
ほ
ど
資
料
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
井
伊
直
弼
自
筆
の
伝
書
写
し
や
花

の
生
け
方
の
図
か
ら
、「
千
分
流
」
と
い
う

花
道
を
学
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

井
伊
直
弼
の
生
け
花
を
伝
え
る
千
分
流

生
花
定
躰
図
な
ど
を
参
考
に
、
ガ
ラ
ス
の

器
（
国
内
陶
器
と
外
国
陶
器
）
を
花
器
と
し

て
使
用
し
た
生
け
花
の
展
示
や
、
講
演
会
、

茶
会
を
行
い
、
翠す

い

香こ
う

流
の
生
花
を
通
じ
て

井
伊
直
弼
の
千
分
流
の
心
を
再
現
し
ま
す
。

井
伊
直
弼
の
花
道
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

展
示日

時　

12
月
５
日
㈯
～
同
６
日
㈰　

午

前
10
時
～
午
後
６
時

場
所　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
２
階　

ビ
バ

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

茶
会
の
開
催　

翠
香
流
教
授
会
に
よ
る
お

茶
会　

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

講
演
会　

井
伊
直
弼
の
歌
を
展
示
す
る

と
と
も
に
小
田
輝
子
さ
ん
に
よ
る
『
和

歌
「
柳

や
な
ぎ

逎の

四し

附づ
く

」
に
み
る
井
伊
直
弼
の

心
情
』
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

日
時　

12
月
６
日
㈰　

午
後
１
時
～

問
い
合
わ
せ
先　

華
道
翠
香
流
教
授
会
事

務
局
☎
22-

９
１
８
０
番
（
大
堀
方
）

『
大た

い

老ろ
う

楽ら
く

』
出
張
体
験

　

井
伊
直
弼
は
、
陶
磁
器
を
こ
よ
な
く
愛

す
と
と
も
に
、自
ら
も
「
楽
焼
」
を
作
り
ま

し
た
。
楽
焼
は
特
殊
な
土
を
用
い
、
焼
成

後
一
気
に
急
冷
し
作
り
上
げ
る
も
の
で
す
。

楽
焼
と
井
伊
直
弼
と
の
関
わ
り
を
小
学
生

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
希
望
の
あ
っ
た

学
校
か
ら
選
抜
し
た
学
校
に
行
き
、
直
弼

の
楽
焼
「
大
老
楽
」
を
体
感
し
て
も
ら
い

ま
す
。

　

内
容
は
、
素
焼
の
皿
に
、
思
い
思
い
の
絵

付
け
を
し
て
も
ら
い
、
約
１
、
１
０
０
℃

で
焼
成
し
、
バ
ケ
ツ
の
水
の
中
に
一
気
に

入
れ
て
急
冷
さ
せ
る
体
験
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
陶
磁
器
は
そ
の
日
の
う
ち
に
出

来
上
が
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
見
学
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
見
学
の
場
合
は
事
前
に
学

校
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
（
対
象
実
施
学
年
）　

①
12
月
８
日
㈫　

午
前
10
時
40
分
～
午
後

０
時
15
分
。
稲
枝
北
小
学
校
４
年

②
平
成
22
年
１
月
13
日
㈬　

午
前
10
時
50

分
～
午
後
０
時
40
分
。
鳥
居
本
中
１
年
・

小
学
校
６
年

③
平
成
22
年
２
月
２
日
㈫　

午
前
10
時
45

分
～
午
後
０
時
15
分
。
城
北
小
学
校
６

年
問
い
合
わ
せ
先　

☎
26-

６
７
３
０
番

（
沼
波
工
房　

武
田
方
）

▲千分流生花定躰図　井伊直弼筆（彦根城博物館蔵）


